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〒236-0003　神奈川県横浜市金沢区幸浦一丁目14番2号

（一般社団法人）日本海事検定協会

理化学分析センター　危険物評価担当 宛て　　　　　 　 　　　　　   TEL 045-772-1523

FAX 045-772-1535

消防法確認試験申込書

製 品 の 名 称  ：

試 験 項 目：

	試験物品の純度

化学的成分組成


	

	保管条件
	

	取扱上の注意事項

（試験実施時の安全上の
注意事項）
	

	物 理 化 学 的 性 状

	化学式
	

	密度（比重）
	
	溶
	水
	

	ｐＨ
	
	
	植物油
	

	
	
	解
	アセトン
	

	
	
	性
	その他
	

	
	
	
	
	

	備考：不安定な場合はその変化形式及び生成物の名称。想定される危険性等。

	報告書発行部数
（未記入の場合は1部）
	


（注）試験物品調査事項は、試験を適正に実施するために必要ですので正確にご記入ください。（不明部分は未記入で結構です）。

提出した試験物質は、上記の通り相違ない事を保証し、標記試験を申し込みます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

申込者住所：〒

　　　　　：

会 社 名　：

部 署 名　：

担当者名　：　　　　　　　　　　　　　          　印

電話及びＦＡＸ番号： TEL                      FAX

報告希望日　　　　：
下記の内容が申込者と異なる場合はご記入ください。
証明書記載依頼者名：

証明書送付先　　　：

分析料金請求先　　：

請求書送付先　　　：
消防法確認試験のご案内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人 日本海事検定協会 　　　　　　　　　　　　　理化学分析センター

試験お申し込みについて
　試験の申込みに必要なものは、①申込書、②サンプルSDS（あれば）、③サンプルの三点です。

　以上の三点を申込書記載の住所まで送付ください。

　初めて試験を依頼されるお客様については、事前に担当までご連絡ください。

以下に消防法確認試験の概要をご説明いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１． 消防法における危険物の分類

  危険物は、その危険性の種類によって次のとおり第一類から第六類までに「分類」され、それぞれの分類において法令で定められた設備及び管理基準を満たす必要があります。
また、分類ごとに確認のために必要な試験及び試験結果による分類基準が設けられています。

弊会では第二類、第四類の確認試験を実施し、消防庁危険物データベースの登録に必要なフォーマットでの報告を行っております。

２．分類区分
消防法第２条第７項

　危険物とは、別表第１の品名欄に掲げる物品で、同表に定める区分に応じ同表の性質欄に掲げる性状を有するものをいう。

（消防法令抜粋）

別表第１　　（第２条、第１０条、第１１条の４関係）
	種別
	種別
	種別

	第一類
	酸化性固体
	（１）　塩素酸塩類

	
	
	（２）　過塩素酸塩類

	
	
	（３）　無機過酸化物

	
	
	（４）　亜塩素酸塩類

	
	
	（５）　臭素酸塩類

	
	
	（６）　硝酸塩類

	
	
	（７）　よう素酸塩類

	
	
	（８）　過マンガン酸塩類

	
	
	（９）　重クロム酸塩類

	
	
	（１０）その他のもので政令で定めるもの

	
	
	（１１）前各号に掲げるもののいずれかを含有するもの

	第二類
	可燃性固体
	（１）　硫化りん

	
	
	（２）　赤りん

	
	
	（３）　硫黄

	
	
	（４）　鉄粉

	
	
	（５）　金属粉

	
	
	（６）　マグネシウム

	
	
	（７）　その他のもので政令で定めるもの

	
	
	（８）　前各号に掲げるもののいずれかを含有するもの

	
	
	（９）　引火性固体

	第三類
	自然発火性物質及び禁水性物質
	（１）　カリウム

	
	
	（２）　ナトリウム

	
	
	（３）　アルキルアルミニウム

	
	
	（４）　アルキルリチウム

	
	
	（５）　黄りん

	
	
	（６）　アルカリ金属（カリウム及びナトリウムを除く。）

	
	
	　　　 及びアルカリ土類金属

	
	
	（７）　有機金属化合物

	
	
	　　　 （アルキルアルミニウム及びアルキルリチウムを除く。）

	
	
	（８）　金属の水素化物

	
	
	（９）　金属のりん化物

	
	
	（１０）カルシウム又はアルミニウムの炭化物

	
	
	（１１）その他のもので政令で定めるもの

	
	
	（１２）前各号に掲げるもののいずれかを含有するもの

	第四類
	引火性液体
	（１）　特殊引火物

	
	
	（２）　第一石油類

	
	
	（３）　アルコール類

	
	
	（４）　第二石油類

	
	
	（５）　第三石油類

	
	
	（６）　第四石油類

	
	
	（７）　動植物油類

	第五類
	自己反応性物質
	（１）　有機過酸化物

	
	
	（２）　硝酸エステル類

	
	
	（３）　ニトロ化合物

	
	
	（４）　ニトロソ化合物

	
	
	（５）　アゾ化合物

	
	
	（６）　ジアゾ化合物

	
	
	（７）　ヒドラジンの誘導体

	
	
	（８）　ヒドロキシルアミン

	
	
	（９）　ヒドロキシルアミン塩類

	
	
	（１０）その他のもので政令で定めるもの

	
	
	（１１）前各号に掲げるもののいずれかを含有するもの

	第六類
	酸化性液体
	（１）　過塩素酸

	
	
	（２）　過酸化水素

	
	
	（３）　硝酸

	
	
	（４）　その他のもので政令で定めるもの

	
	
	（５）　前各号に掲げるもののいずれかを含有するもの


消防法確認試験項目･試料量

	クラス
	区分
	試験項目名
	最低必要量

	第2類
関連
	可燃性
固体
	引火点（セタ密閉式）
	１００g

	
	
	小ガス炎着火試験
	１００g

	第4類
関連
	引火性
液体
	液状確認（1点）
	１００ml

	
	
	引火点（タグ密閉式）
0℃以上
	３００ml

	
	
	引火点（タグ密閉式）
0℃以上未満
	３００ml

	
	
	引火点（セタ密閉式）
	１００ml

	
	
	引火点
（クリーブランド開放式）
	３００ml

	
	
	動粘度
	１００ml

	
	
	燃焼点
	３００ml

	
	
	可燃性液体量
	２００ml

	
	
	沸点
	２００ml

	
	
	発火点
	５０ml

	
	
	水溶性
	５０ml

	指定可燃
物関連
	可燃性
液体
および
可燃性
固体
	引火点（セタ密閉式）
	１００g・ ml

	
	
	融点
	１００g・ ml

	
	
	燃焼熱量
	５０g・ ml


　
PAGE  
Page 1 of 4

